
令和7年度補正予算 地域の事業者間連携を通じた物流生産性向上推進事業

【事業実施背景】沖縄県は島しょ地域という地理的特性から物流を県外との海上・航空輸送に依存している。一方で、冷凍・冷蔵倉
庫の不足や物流施設の老朽化が課題となっており、GW2050 PROJECTS※1が掲げる次世代物流ネットワークの形成に向けた
物流基盤の強化が求められている。

沖縄県内の次世代物流拠点整備及び先進物流倉庫導入可能性調査事業

事業概要

事業内容

協議会名：沖縄物流事業者地域連携協議会(仮称)

本事業は、沖縄県内における倉庫需給や物流実態を調査するととも
に、次世代物流拠点及び先進物流倉庫の導入可能性を検討するもの
である。あわせて、物流DXや事業者間連携による物流効率化の方
向性を整理し、GW2050 PROJECTSを踏まえた将来の事業化方
針を取りまとめる。

Point

協議会構成員
浦添市、株式会社あんしん、琉球倉庫運輸株式会社

【冷凍・冷蔵保管機能の需給改善】
約90％ → 約75～80％（逼迫稼働率）

【輸送距離・横持ち輸送の削減】
平均輸送距離：100km → 80km程度
約20％削減

【事業者間連携・倉庫利用高度化】
倉庫空き情報の可視化・共有により、共同利用・相
互融通が進展し、非効率な自前主義の解消と倉庫
稼働率の平準化を通じた物流全体の生産性向上と
いった効果を見込む

想定事業実施効果

※1・・・ GW2050 PROJECTSは沖縄本島西海岸の米軍基地返還予定地と那覇空港の機能強化を一体的に開発し、2050年の沖縄の経済発展を目指す官民共同の長期成長戦略および推進協議会のことです。
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